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研究成果の概要（和文）：　公共緑地の管理運営は、市民との協働が欠かせなくなってきている。市民活動団体
と参加者は高齢化し、人材の確保が課題となっている。本研究は、自然公園や都市公園における市民との協働に
ついて、アンケート調査とグループインタビュー調査を行った。
　山岳地，草原，海岸，森林，都市内の花壇や公園などの管理に関わる経験者や関心をもつ市民の調査から，協
働の体制、中間支援組織の役割、地域コミュニティや環境保全に果たす役割が，活動の持続性を促進または阻害
する要因を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Collaboration with citizens is becoming essential for maintaining and 
managing public green spaces. Citizen groups and participants are aging, and securing human 
resources has become an issue. This study conducted a questionnaire survey and group interview 
surveys on collaboration with citizens in natural and urban parks.
We conducted case studies in the management of mountainous areas, grasslands, coastal areas, 
forests, and urban flower beds and parks. We identified factors that promote or discourage the 
sustainability of activities, such as the structure of collaboration, the role of intermediate 
support organizations, and their role in local communities and environmental conservation.

研究分野：造園学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　既往の市民による緑地の管理に関する研究は，個別の事例を分析することに留まっていた。本研究では，山岳
地から都市内の公園まで立地や活動内容の異なる様々な事例を同一の指標により比較したことで，それぞれの共
通性と特異性が明らかとなった。自治体の予算の縮減や活動団体の高齢化などで，本研究で明らかになった促進
要因と阻害要因が，より多くの市民の協力を呼びかける際の示唆を与えると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 都市内の緑地、街路の花壇、公園の施設・植栽の管理、登山道整備、利用者の指導などに、
地域の市民や団体との協働が欠かせない。自治体の予算の縮減による管理費の低下や，人件費の
高騰も原因である。しかし、参加する市民や活動団体は減少・高齢化し、メンバーや資金不足に
悩んでいる (御手洗，2014)。そのため、活動メンバーの確保・育成や他団体との連携、行政や
利用者の支援がもとめられている。 
 
(2) 市民のボランティア活動に関する既往研究は、参加のきっかけ、機会の提供、活動の受け
皿、継続させる支援を含むマネジメントの必要性を指摘している (Kaplan and Basu, 2015)。個
人の継続意欲は、知識・体験の蓄積、社会貢献の実感、活動の認知・衆知が関与することも知ら
れているが、公共緑地の市民協働に関する研究は、様々な事例の報告にとどまっている。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、自然公園や都市公園における市民との協働について、横断的に協働の体制、参
加者の意欲と満足度、活動の持続性、管理運営業務のコスト縮減効果、中間支援組織の役割、地
域コミュニティや環境保全に果たす役割を評価する。 
 
(2) 活動経験者のアンケート調査を立地や活動内容が異なる事例間で比較すること，一般市民
のグループインタビュー調査により，協働を促進・阻害する要因とそれらに対する市民の印象を
明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 既往研究のレビューと，共同研究者とのディスカッションを通して，市民による緑地の管
理活動に関わる動機，促進要因，阻害要因に関する質問項目を抽出した。それらからなる共通し
たアンケート用紙を作成し，大雪山国立公園の登山道整備ボランティア活動，阿蘇の草原の維持
管理活動，三陸海岸の植生復元活動，つくば市の市民環境活動，札幌市の園芸ボランティア活動
について，活動参加者のアンケート調査を実施した。また，各団体の主催者らにも聞き取り調査
を実施した。札幌市の市民環境活動団体のネットワーク組織にも調査の実施を依頼し，活動団体
の参加者と個人の活動者の回答を集めた。 
 
(2)  インターネット調査モニターに登録している全国の 20〜69 歳の男女を対象として，市民
環境活動への参加経験，興味がある活動，参加の動機，制約に感じる要因，活動や団体への愛着
などに関する Web アンケート調査を 2021 年 3 月に実施し，746 名が回答した。経験者には，活
動のきっかけ，動機に加えて，活動を続ける場合に難しいと考えている阻害要因も質問した。未
経験者には，活動への参加を想定した場合に気になる要因として質問した。さらに，過去に活動
していたが，現在は活動していない回答者にも同様な質問をし，それらを比較した。全回答者の
うち、何らかの活動の経験者が 48.7%、今後参加してみたいが 20.1%、参加したくないが 31/2%
だった。 
 
(3) 調査会社のモニターから，アウトドア活動やスポーツに関心のある市民をスクリーニング
し，居住地や性別，年齢が偏らず約 90 分のグループインタビュー調査への参加が可能な 24 名を
抽出した。先述した市民アンケート調査と同様な事前の質問を Web 上で実施し，過去の市民環境
活動への参加経験，今後の参加意欲を把握した。それらにもとづき，年齢，性別，参加経験が偏
らないように４人ずつのグループをつくり，
各グループ 90分のグループインタビュー調査
をオンラインで実施した。グループインタビ
ューは専門の事業者に進行を依頼し，研究者
は冒頭の短い事例の紹介と，進行中の質問な
どをするにとどめた。司会から，参加者の経
験，動機，活動の促進要因と阻害要因を質問
し，短時間ずつ自由に話してもらい，さらに同
じグループのメンバーの話しへの感想も聞き
取り，会議録を作成し，その内容を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 活動者は，環境教育，観察会，森林・草
原の整備・管理，清掃・ゴミ拾い，樹木・草花
の植栽，動植物の調査などの活動を行ってい
る団体に参加していた。多くの回答者は，定期

図 1 市民アンケート調査対象者の活動経験 
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的に活動に参加していた。友人および現地の管
理者・関係者から誘いを受けたことがきっかけ
であった。回答者の多くは今後もできる限り継
続したいと考え，自然や緑を守るため，地域の
役にたつため，やりがいがある，団体の理念や
活動目標に共感した，などが動機であった。活
動場所や団体については，活動の内容に愛着を
感じている，場所に愛着を感じている，団体自
体に愛着を感じているという回答が高かった。
活動を続ける上で難しいと思ったことについて
は，活動日や時間帯が都合に合わない，活動時
間が長い，仕事との兼ね合いが難しいなどの平
均値が高かった。行政や他団体からの支援では，
活動資金の援助，助成金獲得の支援，個人の交
通費や用具購入の補助，活動成果の広報などの
平均値が高かった。聞き取り調査では，行政と
の連携における中間支援組織の重要性も指摘
された。活動日や時間の制約を少なくし，多様
な機会をつくること，活動の成果を発信し，支
援する仕組みが必要と考えられた。 
 
(2) 札幌市の市民環境活動の回答者については，回
答者の参加数の多さ，活動の年数，活動の頻度，今後
の活動の意向について，動機，愛着，制約との関連に
ついて回帰分析を行った。その結果，参加数の多さに
は，やりがい，仲間との喜びの共有といった動機が関
与し，交通手段が制約となっていた。活動の年数の長
さには，地域や利用者への貢献，人と知り合うといっ
た動機が関与し，活動時間の長さや活動日と時間帯が
あわないことが制約となっていた。活動頻度の多さに
は，場所への愛着が関与し，活動日と時間帯があわな
いこと，成果の評価がないことが制約となっていた。
今後の活動の継続には，やりがいと他の人が喜ぶなど
の動機，場所および活動への愛着が関与していること
が示された。市民環境ボランティア活動を継続して行
くには，参加者の時間や交通手段の制約を取り除き，
自身の活動の成果を仲間や地域の関係者，利用者に認
知され，共有し，やりがいにつながる仕組み，活動や
場所への愛着の醸成が必要だと考えられる。 
 
(3) 市民アンケート調査において，居住地周辺の
清掃・ゴミ拾いへの参加者が多かった。経験者が行っ
ている活動と，未経験者がやってみたいと思う活動には違いが見られ，清掃・ゴミ拾いに加えて，
植樹・種まき・収穫と言った緑化・農業活動に対する関心が高かった。自然とのつながりを問う
6項目の質問について，活動への興味がない回答者と，その他の回答者で差が大きく，自然や環
境とのつながりの実感，環境に配慮した行動の意識が活動への意欲や関心につながっているこ
とが推察された。活動
の動機について，経験
者と未経験者の印象
は似通っており，活動
の必要性，恩返し，他
の参加者とのコミュ
ニケーション，体力と
健康の維持があげら
れた。活動にあたり制
約になると感じるこ
とについて，時間の長
さや時間帯や曜日，仕
事や家族との時間と
の兼ね合いをあげる
回答者が多く，経験者
は自身の体力も指摘
した。経験者に対し
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表 1 活動頻度と制約要因 

図 2 参加者の活動内容（札幌市） 

図 3 自然とのつながりと市民環境活動への参加経験 



て，未経験者で責任の発生や費
用の自己負担を心配する回答が
多いことも示された。管理者や
団体は、活動の意義や内容を丁
寧に広報するとともに、参加者
のニーズにあわせた多様な機会
を設ける必要があると考えられ
た。 
 
 (4) 一般市民のグループイン
タビュー調査を行い、無関心層、
未経験者、活動者、過去に活動経
験のある者に対象者が分類され
た。それらを混在させたグループインタビューでは、活動への興味と継続の要因、制約になりう
る要素を把握した。これまで活動への経験がない対象者は，きっかけがなく，情報も得られない
という意見があった。研究者が行った情報提供や経験者の体験談に興味をいだいた参加者もい
た。今後，参加してみたいという意欲をもつ対象者は，活動の容易さや負担の少なさ，活動団体
の人間関係が気になると答えた。その一方で，活動の経験者は，負担の少なさと思った以上に人
間関係は気にならずに，励みにもなるとの声が聞かれた。経験者が負担と思っていたのは，アン
ケートで多かったのと同じ，時間や曜日の選択肢の少なさであった。活動の意義や，そこから日
常生活や仕事にも生かせるようなメリットを感じる対象者は，負担は少なく感じているようだ
った。特に経験者が感じているメリットは，地域での知り合いが増え，職場や家族以外の人々と
のつながりができることだった。活動者の話を聞いた未経験者の関心が喚起されるといった効
果も見られたが，未経験者の不安や懸念が経験者の話で完全に払拭されるということや，対象者
同士で活動の内容や印象について質問をしあうというようなところまでの意見のやり取りは見
られなかった。以上から，より活発な市民環境活動を促進するには、初心者から経験者まで参加
できる多様な機会の提供、活動の詳細な内容の情報提供、時間の制約を考慮した多様な曜日・時
間帯・時間数などの工夫が必要で、それらをサポートする中間支援組織の存在も重要と考えられ
た。 
 
<引用文献> 
Kaplan, R., & Basu, A. (Eds.). (2015). Fostering reasonableness: supportive 
environments for bringing out our best. Maise Book.412pp. 
御手洗洋蔵(2014)園芸ボランティア活動における参加者特性と活動展開の方策について―厚木
市と札幌市を事例として―:東京農業大学学位論文, 120pp. 
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